
１ 　チューター制度

　本学にはチューター制度（教員による学生指導担当制度）があります。チューターは修学関係の他

に、学生生活、進路・就職、心身の健康相談などについて、学生の良き相談相手となり、関係する事

務窓口や部署への連絡・調整を含め、解決の糸口がみつけられるように指導・助言を行います。遠慮な

く相談しましょう。

2　奨学金

　経済的な事情により、学業をあきらめることなく大学で学べるよう、各種奨学金を取り扱っていま

す。

　日本学生支援機構奨学金、地方自治体や各種民間団体等の提供する奨学金等さまざまな奨学金があり

ます。また、奨学金には返済不要の給付型と返済の必要な貸与型があります。貸与型の奨学金を申し

込む際は、借りた奨学金を返済していかなければならないことを考え、計画を立てて申し込んでくださ

い。　奨学金の相談、申し込みは学生支援部門に申し出てください。

（1）日本学生支援機構

　貸与型と給付型があります。

　日本学生支援機構の奨学金についてはホームページに詳しい情報が掲載されています。

　　http://www.jasso.go.jp/

　　ア　貸与型について

　経済的理由により修学困難な優れた学生に対して貸与される奨学金です。

　学業や健康、経済状況等により選定の上、大学の推薦に基づき日本学生支援機構で採用が決定さ

れます。

※平成29年度以前の入学者は下線付きの月額を選択できません。

　　（ア）予約採用

　高校在学時に予約採用候補者として決定されている者は、入学後速やかに「大学等採用候補者決

定通知」を学生支援部門に提出してください。通知と引き替えにインターネットでの入力に必要な

ID・パスワードを配布しますので、インターネットによる進学届提出の手続きを行ってくださ

い。手続き後、正式に奨学生として採用され、奨学金の貸与が始まります。決定通知を紛失した場

合は、学生支援部門で再交付の手続きを行ってください。

　なお、手続きの期限を過ぎた場合、予約採用の資格を失い、奨学金は貸与されませんので、注意

してください。
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種別
貸与月額

貸与期間 備考
自宅通学 自宅外通学

第一種（無利子）

2万円・3万

円・4.5万円

から選択

2万円・3万

円・4万円・

5.1万円から

選択

修業年限まで 貸与中の月額変更可

第二種（有利子）
2万円～12万円（1万円単

位）から選択
修業年限まで 貸与中の月額変更可

入学時特別増額貸与

（有利子）

10万円・20万円・30万円・40万円・

50万円から選択
入学時1回のみ

国の教育ローンの

貸与を受けられな

かった世帯が対象

１ 　修学支援
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　　【進学届の提出期限】

　　期間内に早めに手続きしましょう！

　　（イ）在学採用

　奨学金の申込に必要な手続きについては、ＹＰＵポータル・掲示板等でお知らせします。在学採

用の募集は年１回のみですので、注意してください。

　奨学生として採用された場合、初回の奨学金振込は７月上旬になります。

提出（手続）期間 初回振込日

５月１６日

第３回 ４月２５日～５月２２日 ６月　９日

４月２１日第１回 ４月　１日～４月　6日

第２回 ４月　７日～４月２４日

　　（ウ）緊急・応急採用

　　（エ）振込日

　　　奨学金は原則として月に１回、本人の指定口座へ振り込まれます。

　　※採用時の初回振込は数か月分がまとめて振り込まれる場合があります。

　　※貸与終了となる年度の３月分は２月分と合わせて振込まれます。

　　※上記の日が土曜、日曜、祝日にあたる場合は、金融機関の休日の前営業日となります。

　　（オ）異動手続き

　　（カ）継続手続き・適格認定

　日本学生支援機構の奨学生は、毎年１回（１２月下旬～１月頃）に「奨学金継続願」をインター

ネットにより提出する義務があります。これを怠った場合、奨学生の資格を失い、４月以降の奨学

金貸与は廃止されます。

　奨学金継続願提出後、大学において学業成績等による適格認定を行い、奨学金継続の可否を判断

します。

　　（キ）奨学金の返還

区　分 振込日

4月分

5月分 5月16日

6月～3月分 各月の11日

　奨学金は貸与であり、卒業や退学した後には返還をしていく義務があります。

　奨学金を途中で辞退した場合や、上記（カ）の結果により廃止となった場合などは、個別に手続

きの説明を行います。

　生計維持者の死亡・失職・被災等により家計が急変した学生を対象にした給付奨学金や、自然災

害や火災などにより、家屋半壊または床上浸水となったり、自治体からの避難勧告等が1か月以

上続いたりした方を対象にした返金不要の災害支援金があります。これらの奨学金については、

随時申請を受け付けていますので、希望する場合は、まずは学生支援部門に相談に来てください。

4月21日

　休学や退学、留学などの際には、教務上の手続きと同様に、奨学金についても手続きが必要です。
　また、貸与月額を増額（減額）したい場合や貸与を辞退したい場合なども手続きが必要ですので、
学生支援部門に申し出てください。



　　イ　給付型について

　経済的に困難な状況にある低所得の生徒に対して、大学等への進学を後押しすることを目的とし

た奨学金です。

　　（ア）入学後の手続きについて

成績不振者は給付を廃止され、返還

の義務が生じる
修業年限まで

給付月額

自宅通学 自宅外通学
給付期間 備考区分

第Ⅰ区分

第Ⅱ区分

第Ⅲ区分

　給付型奨学金の入学後の手続きは、貸与型奨学金の予約採用と同様になります。

　「ア貸与型について」の「（ア）予約採用」を参照してください。

29,200円

19,500円

9,800円

66,700円

44,500円

22,300円

　　（イ）振込日

　給付型奨学金の振込日は貸与型奨学金と同様になります。

　「ア貸与型について」の「（エ）振込日」を参照してください。

　　（ウ）異動手続き

　　（エ）在籍報告

　　（オ）継続手続き・適格認定

　給付型も貸与型と同様に毎年１回（12月下旬～１月頃）に「奨学金継続願」をインターネッ

トにより提出する義務があります。

　大学に在籍していることを、毎年４月、10月頃にインターネットを通じて報告（入力）

する義務があります。期限までに報告がない場合、奨学金は廃止となりますので、十分注意

してください。

　給付型の場合も貸与型と同様に、休学や退学、留学などの際には手続きが必要となりますので、

学生支援部門に申し出てください。

（2）財団法人山口県ひとづくり財団奨学金

　保護者が山口県内に居住する学生には、無利子の貸与型奨学金があります。募集は、例年、４月に

行っています（年１回のみ）。日本学生支援機構の奨学金と併願して申し込むことは可能ですが、同

時に貸与を受けることはできません。

　なお、ひとづくり財団の奨学生は、年に１回（年度末）奨学金受領確認手続きがあり、これを怠る

と貸与が中止されます。３月には成績確認を行い、成績不振者は貸与を廃止される場合もありますの

で、注意してください。

（3）留学に関する奨学金

　　ア　日本学生支援機構 第二種（短期留学・海外大学院）奨学金

　海外の大学へ３か月以上１年以内の間、留学（交換留学）を予定している場合や、海外の大学院

へ進学を予定している場合に申し込むことができます。

　留学の際には、貸与中の奨学金についても手続きがあります。

　　イ　日本学生支援機構 海外留学支援制度

　学術交流協定を結んでいる提携校へ交換留学をする場合や、海外の大学で修士又は博士の学位取

得を目的に留学する場合に申し込むことができます。この奨学金は支給されるものですので、返還

の必要はありません。別途、学内選考があります。

種　　別 貸与月額 貸与期間 備　　考

無利子
貸与4.3万円

※定住促進制度利用で＋２万円

定住促進制度利用の場合、

卒業後、住民票提出の義務有り
修業年限まで



（4）その他の奨学金

　各都道府県や民間奨学団体等、さまざまな団体が奨学金制度を実施しています。大学に募集が来る

度に掲示等でお知らせしていますので、見落とさないように注意してください。ホームページで募集

要項を掲載している場合もありますので、各自で調べてみてください。

　外国人留学生に対する奨学金の募集もありますので、同様にお知らせしています。

3　障害学生支援

　身体等に障害があるために、授業や実習、試験などに「不便」や「困り」を感じている学生は、チ 

ューターや学生相談室のカウンセラーに相談しましょう。学生相談室はメールや電話で予約できます。

4　学生表彰制度

　学業又は研究活動、課外活動、社会貢献、人命救助等でその活動が特に顕著であると認められた学

生を表彰する制度です。

（1）　普通教室・講義室

　クラスやサークルの自主的活動の場として、必要に応じて、授業の行われていない時間における教室

や設備の使用を認めています。

　YPUポータルでの予約には、以下のとおり申請時間のルールがあります。

　予約を行う際には、注意してください。

【教室等施設使用時間】

　　平日に使用　　　　　：　前日の16：00までに予約

　　土・日・祝日に使用　：　直前の平日の16：00までに予約

　教室等の使用には、予約後、事務局からの「承認」が必要です。

　「承認」のメールが来いてないもの、若しくはポータルに「承認」の掲示がないものは使用できませ

ん。　また、使用に当たっては、授業や他の団体の活動の支障にならないよう注意するとともに、使用後

の整理清掃、戸締まりを徹底してください。

（2）　体育館・グラウンド･トレーニングルーム（クラブ棟１Ｆ）

　体育館やグラウンド、トレーニングルームは、授業の行われていない時間においては、申請により使

用することができます。なお、トレーニングルームは体育館横のクラブ棟１階にあり、エアロバイク

（自転車エルゴメータ）やコンビネーション・マシン等があります。日頃の運動不足の解消やクラブ活

動の筋力トレーニングまで対応できる器具が揃っています。トレーニングルームは平日の 4 か

ら まで利用できます。

（3）　講堂

　講堂ホールは１階・２階合わせて約650座席あり、各種演奏会や発表会等で使用することができ

ます。ステージ等の照明やマイク設備を使用するときは、事前に管財部門に相談してください。講堂

内には、鏡張りのレッスン室があり、ダンスの練習等で使用することもできます。

５　自学自習室



（4）　学習室（桜翔館１Ｆ）

　グループ学習等に利用できます。予約制ですので、利用する場合は事前に学習室内の予定表に利用日

時等を記入してください。平日の8:40から21:00まで利用できます。

（5）　情報処理室（２号館３F）

　情報処理室は２教室あります。それぞれの教室には60台以上のパソコンが設置されており、授業で

使われている時間以外（土・日・祝日を除く）であれば、学生は自由にこれらの機器を使用できます。

プリンタも併設されていますので、レポートの作成や、実験データの処理に活用してください。また、

情報処理室のパソコンはインターネットに接続されており、自由な利用が可能となっています。平日の 

から まで使用できます。長期休業期間中は使用できません。

（6）　ＬＬ教室（２号館３F）

　パソコンとオンライン型英語学習ソフトが設置されています。ＣＡＬＬ（Computer Assisted 

Language Learning･コンピュータを利用した英語学習教材）は、講義の一環として利用されたり、

自習教材として週あたりの学習時間を指定されたりして、リーディング速度を上げるための練習や、聞

き取り能力を上達させるためにヘッドフォンを使ったリスニングの練習に使用されています。各種留学

の準備として、また就職活動の一部として、多くの学生の利用を期待しています。

　平日の から まで利用できますので、気軽にお立ち寄りください。

（7）　音楽演習室（Ｃ館4Ｆ）

　音楽演習室はC館の４階にあります。ピアノ等の楽器や機器の使用が可能です。ただし、複数人での

使用に限ります。

　使用する場合は、YPUポータルで申請してください。

（8）　有隣館

　学生の自主的な課外活動の場として有隣館があります。１階のホールは自由に使うことができます。

専有して使用したい場合は、学生支援部門に申請してください。平日、土・日・祝日とも

に8：00から21：00まで利用できます。

（9）　郷土文学資料センター（３号館２Ｆ）

　当センターは、山口県に関係のある文学資料の調査・収集・整理・保存・展示を目的として昭和

61年（1986年）に開設されました。

　山口県出身の文学者である嘉村礒多・田上菊舎・井上剣花坊・高樹のぶ子等に関する資料をはじめ貴

重資料も所蔵しています。こうした資料の収集・調査以外に、現在当センターが行っている主な活動と

しては、山口に伝わる鷺流狂言関係資料や、与謝野鉄幹・川端康成・井伏鱒二等の著名な作家の書簡な

ど所蔵資料の展示、昭和62年（1987年）以来続いている「公開講座」、『郷土文学資料センターだ

より』の発行があります。

　「公開講座（サテライトカレッジ）」は、地域の人々を対象として開催されていますが、関心のある

人は参加してください。資料の展示は、学内外で行いますが、学生のみなさんにも自由に見ていただく

ことができます。公開講座や展示の期間についての情報は、随時、お知らせしますのでご覧ください。

　『郷土文学資料センターだより』は当センターや図書館に置いてありますので、一度手に取ってみて

ください。また、みなさんが山口にゆかりのある作家や作品、鷺流狂言等について調べたい時などは、

研究員に気軽に声をかけてください。いつでも相談に応じます。

　　利用時間　平日　10:00～16:00

　　研究員：加藤　禎行、菱岡　憲司、仲村　拓真



７　学習室（桜翔館１Ｆ）
　グループ学習等に利用できます。予約制ですので、利用する場合は事前に学習室内の予定表に利用日
時等を記入してください。平日の8:40から21:00まで利用できます。

８　情報処理室（２号館３F）
情報処理室は２教室あります。それぞれの教室には60台以上のパソコンが設置されており、授業で

使われている時間以外（土・日・祝日を除く）であれば、学生は自由にこれらの機器を使用できます。
プリンタも併設されていますので、レポートの作成や、実験データの処理に活用してください。また、
情報処理室のパソコンはインターネットに接続されており、自由な利用が可能となっています。平日の

９　ＬＬ教室（２号館３F）
パソコンとオンライン型英語学習ソフトが設置されています。ＣＡＬＬ（Computer Assisted 
Language Learning･コンピュータを利用した英語学習教材）は、講義の一環として利用されたり、
自習教材として週あたりの学習時間を指定されたりして、リーディング速度を上げるための練習や、聞
き取り能力を上達させるためにヘッドフォンを使ったリスニングの練習に使用されています。各種留学
の準備として、また就職活動の一部として、多くの学生の利用を期待しています。

10　音楽演習室（Ｃ館4Ｆ）
　音楽演習室はC館の４階にあります。ピアノ等の楽器や機器の使用が可能です。ただし、複数人での
使用に限ります。
　使用する場合は、YPUポータルで申請してください。

11　有隣館
　学生の自主的な課外活動の場として有隣館があります。１階のホールは自由に使うことができます。
専有して使用したい場合は、学生支援部門に申請してください。平日、土・日・祝日ともに
8：00から21：00まで利用できます。

12　テニスコート・弓道場
　グラウンドに併設してテニスコートと弓道場があります。使用する場合は、YPUポータルで申請し
てください。

（10）　地域交流スペースYucca

域交流スペースYucca（ユッカ）は、学生・教職員と地域を結ぶ交流　地 拠点スペースです。

　学生や教職員の活動を地域へ発信する場として、また、学生・教職員と地域の人々の出会いや交流の

場を創造し、活き活きとした地域社会作りに資するために設置されています。

　Yuccaでは、学生・教職員と地域の人々が交流するプログラム（各種学習会・セミナー・交流会・

ワークショップなど）が開催されています。行事の開催されていない時間帯は、学生の皆さんに

Yuccaを開放し、サークル活動や学習会に活用されています。

　地域と共に育ち合える場として、より充実した学生生活が展開できるように活用してください。

【設備・備品】

ピアノ、テーブル、椅子、ホワイトボード、プロジェクター、DVDプレーヤー、冷蔵庫、電子レ

ンジ、IHコンロ、鍋、食器、ポット、餅つき機、炊飯器、ポップコーンメーカー、カラオケセッ

ト、子ども用遊具（託児用）、プレイマット、点字付きオセロ、UNO、ボッチャセットなど。

【利用可能な部屋】

　タイプの異なる5部屋があります。利用シーンに応じて使い分けてください。

・交流室1：ソファーが設置され、個別で話をしたい方やくつろぎたい方が利用しています。

・交流室2：テーブルやプロジェクター、AV機器などの備品が多数あり、多目的に利用されています。

・交流室3：土足禁止のフローリングの部屋で、子ども向けイベントや創作活動等に活用されています。

・セミナー室1：45人までの教室形式で、講座の開催に最適です。

セミナー室2：ミー・ ティングテーブルが設置され、グループミーティングなどに向いています。

【使用手続き】

　使用を希望する方は、事前に電話予約（083-928-3563）をし、管財部門（A館1階）まで

「Yucca使用申込書」を提出してください。

【利用時間】

　平日・土日　9：00～21：00　

　（年末年始12/29～1/3及び、入構制限日時帯を除く）

【Yucca活用事例】

　　●　サークルの発表の場として　

　定期演奏会に向けた直前の強化練習や当日の会場として使用するなど、目的に合わせて利用で

きます。

　　●　地域の方との勉強会の場として　

　中国語や韓国語、スペイン語を学生と地域の方が一緒に学んでいます。語学だけでなく、文化

も学んでいます。

　他にも桜の森アカデミー修了生による観光や子育て、認知症などの様々な勉強会があります。

また、ピアノを配置しており、資格取得のための練習や趣味として、多くの学生が使用し
ています。



（11）　ラーニングコモンズ（２号館4Ｆ）

　学生や教職員が自由に利用できる、学習や活動の場です。飲食の場所としても利用できます。
　誰もが自由に使用できるよう、専有して使用することはできません。また、大きな音を出すなど他の
利用者に迷惑がかかる活動もできません。
　室内には、自習用テーブルとグループワークスペース、ミーティングルームがあり、話し合いやプレ
ゼンテーションの練習、実際の発表ができる、テーブルやイス、ソファ、テレビモニターなどがありま
す。

【場　　所】　2号館4階

【利用時間】　平日、土・日・祝日　8：40～21：00

　利用は自由ですので、特に予約の必要はありません。

6　図書館

　本学の図書館は、図書館（北キャンパス3号館）と図書室（北キャンパス６号館）があります。図書
館はあらゆる資料を所蔵しており、図書室は製本雑誌を所蔵しています。学生のみなさんは目的に応じ
てどちらも利用する事ができます。
　図書館内には、一般図書、参考図書、学術雑誌等がそれぞれの書架にあり、自由に閲覧できます。
　また、書庫にある資料も「書庫内資料利用票」に必要事項を記入し、図書館カウンターヘ提出すれ
ば、同様に閲覧や貸出ができます。
　また、１Fにラーニングコモンズ、2階にアクティブラーニングルーム、グループ学習室、研修室が
あります。グループ学習室、研修室は前日までにYPUポータルでの予約が必要です。
   図書館のホームページでも利用の案内をしていますので、ご覧ください。

   http://www.yamaguchi-pu.ac.jp/library/ypulib/index.html
　蔵書検索用のＯＰＡＣ（Online Public Access Catalog）も学内、学外を問わず使いやすいもの
になっています。ぜひご利用ください。
　また、新刊図書の案内などもＯＰＡＣから提供できるようになっています。

（1）開館時間

　平　日　9：00～19：00　

土曜日　9：00～17：00

（2）利用方法

【図書館利用方法】

　カード式入退館システムによって入退館し、複写、情報検索、図書の貸出ができます。



（3）休館日

　日曜日・祝日・年末年始（12月28日～１月４日）

　蔵書点検期間（毎年３月、８月中に１週間程度）

　館内整理日（毎月末）

（4）資料・情報の探し方

　データベース化によって、所蔵している大半の資料はＯＰＡＣで探すことができます。保管場所

は、図書館の開架、書庫、図書室、研究室等に分かれています。

　ＯＰＡＣには、操作方法のオンラインマニュアルがありますので、必ずよく読んでから検索を行っ

てください。わからないときには、遠慮なくカウンターの職員に尋ねてください。

　学内ＬＡＮによって図書館以外のパソコン（研究室、情報処理室など）からも所蔵資料の検索がで

きます。図書館及び図書室には、インターネットに接続された情報検索用パソコンを合わせて１５

台置いていますので、記事検索、学術情報サービス、論文検索、電子ジャーナル・電子ブックの閲

覧などに利用してください。

分からないことがありましたら、職員に尋ねてください。

（5）視聴覚資料案内

　ビデオテープ・DVDは図書館の視聴覚コーナーでのみ利用できます。内容は看護学関係の資料

が多いです。

（6）貸出

　館外利用を希望する際には「館外貸出」の手続きをします。学生証と貸出希望の図書を、自動貸出

機で手続きを行うか、カウンターに持って来てください。（学生証は貸出カードと共用になっています。）

　なお、図書は１回に限り、返却期日を１週間延長することができます。ただし、予約者がいる場合

には延長できません。

　最新刊の資料と参考図書は16：00以降から翌日午前中まで、特別貸出ができます。

（7）返却

　返却期日票の期日をよく確認してください。返却が遅れると、遅れた日数程貸出停止となりますの

で注意してください。また、開館時間外や休館日に返却する場合には、ブックポスト（図書館の出入

口２か所に設置）に投函し、返却してください。



（8）レファレンスサービス

・所蔵調査・・・学生のみなさんの、レポートや卒業論文に必要な資料の所蔵調査を行います。当館

の所蔵だけでなく、他機関の所蔵調査も行います。

・学内文献複写・・・当館で所蔵する文献を、各自で複写することができます。その際には、「文献

複写申込書」を記入し、複写後カウンターヘ提出してください。複写機はコイン式になっていま

す。

・学外文献複写依頼・・・他大学や他機関の所蔵している資料を当館から複写の依頼をし、コピーを

取り寄せることができます。経費は利用者負担です。到着までに１週間から１か月位かかりますの

で、余裕を見て申し込んでください。

・相互貸借・・・他大学や他機関の所蔵している資料を、図書館を通して借りて利用できます。ただ

し、借りた資料は館内閲覧のみで、経費は利用者負担です。

・相互利用・・・他大学や他機関の所蔵する資料を直接出向いて利用することです。事前に、紹介状

が必要になりますので、カウンターへ申し出てください。

（9）お願い

・図書館（室）内で食事はできません（飲み物はペットボトル又はフタ付きタンブラーのみ許

可）。 

・図書館（室）内では周辺の人に迷惑をかけないよう、静かに利用しましょう。
   携帯電話は、館外で使用してください。

・閲覧後の図書は次に利用する人のために、請求記号に従って、所定の位置に戻してください。









３　心身の健康支援（健康サポート）

























１ 留学生支援について 

４ 留学生支援、障害者支援  

 

 

 
 

 山口市へのアクセス  

山口市は、空の窓口（福岡空港、山口宇部空港、岩国錦帯橋空港）や海の窓口（博多港、下関港）

から近く、キャンパスまでのアクセスも便利です。東京や大阪などからは新幹線の停車駅の新山口

駅から山口線に乗り換え、宮野駅から徒歩５分です。大学付近には民間アパートが立ち並び、物価

も安く、人々も温かく迎え入れてくれます。 

 アパート  

アパートの家賃は、安いところで２万円台からあります。大学では、近隣の不動産会社のリスト

を用意しています。入学が決まったら、まずはグローバルセンターに連絡してください。（ 電話：

083-929-6505／メール：kokusaika@yamaguchi-pu.ac.jp ） 

 奨学金  

奨学金は、日本学生支援機構の奨学金をはじめ、民間団体の奨学金などがあります。成績に基準

があり、成績優秀者に限定されるものもあるので、日常の学習成績を一定の基準以上にする努力は

必要です。 

対 象   奨学金名 種別 月 額 推薦枠 

（ 

正
規
生
） 

長
期
留
学
生 

ロータリー米山記念奨学金 給付 

100,000 円  （学  部） 学部（2・3年生）、 

大学院（1年生） 

併せて 2名程度 
140,000 円  （大学院） 

平和中島財団外国人留学生奨学金 給付 
100,000 円 （学  部） 学部・大学院 

各 1名程度 100,000 円 （大学院） 

（今後、変更される場合があります。） 

 アルバイト  

アルバイト情報は、学内に掲示されています。留学生は留学による滞在許可（ビザ）がおります

が、資格外活動の申請をすればアルバイトをすることができます。入学式後に留学生のためのオリ

エンテーションを行いますので、そこで詳しい説明を聞くことができます。 
 

◆学費（令和５年度） 

種 別 
 入 学 料  授 業 料 

（入学手続き時納入） （前期・後期の２回分納） 

県内生 １４１，０００円 年  額 ５３５，８００円  

県外生 ２８２，０００円 
前期分 ２６７，９００円  

後期分 ２６７，９００円  

＊入学料・授業料とは別に、教育後援会費や保険料、学部により実験実習費等の経費が必要になります。  

◆授業料免除（半額）・徴収猶予制度 

 経済的理由により授業料の納付が困難な学生に対しては、申請により、授業料の半額の免除を

行っています。（入学後、申請締切日までに申請必要） 

 また、同様の事情により、定められた期日までに授業料を納付することが困難な場合には、徴収

猶予期間を受けることができます。  

 



 留学生会・留学生交流室  

留学生によって設立された留学生会があり、先輩からのアドバイスをもらうことができます。   

また、留学生交流室もあり、情報交換の場所として使われています。 

チューター教員  

学生一人一人にチューター教員がいます。困ったことがあれば、チューター教員やグローバルセ

ンターに気軽に相談してください。 

 就職・進路  

山口市をはじめ、福岡や広島などで留学生就職フェア等が開催されます。卒業生の多くが、日本

の企業に就職しています。帰国して日系企業に就職したり、日本語の教員になっている留学生もい

ます。また、大学院に進学する学生も多く、留学生の進学先には山口県立大学、岡山大学、広島大

学、山口大学、九州大学などの大学院があります。 

 情報へのアクセス  

学生一人一人にユーザーＩＤとパスワードが配付され、学内のパソコンやインターネット環境を

利用することができます。留学生室にもパソコン等を置いています。 

 国際交流  

学内には、長期留学生（正規生）のほか、１年以内の短い期間で協定大学から留学してきた学生

もいます。それらの留学生と日本人学生が一緒に国際交流を行う小旅行やイベントなどを用意して

いるほか、Ｙ＆Ｉ（「You & I」、「友愛」等を意味する）事業は、年３回程度行われます。 

 地域交流  

地域の方々は留学生と交流する機会を楽しみにしています。地元の小中学校を訪問したり、地域

のお祭りや行事に参加し、地域の子どもたちや人々と気軽に交流できます。 

 入学手続き等  

留学生を対象とした「外国人留学生選抜」で受験できるのは、国際文化学部（国際文化学科、文

化創造学科）です。入学試験の日時や科目については本学ウェブサイトや募集要項で確認してくだ

さい。入学後に留学生オリエンテーションを実施しています。 

 

  



 

 入学前  

 障害等のある入学志願者との事前相談を行っています。 

本学に入学を志願する者で、障害がある者は、受験上及び修学上特別な配慮を要することが

ありますので、出願前にあらかじめ本学に申し出てください。 

 なお、事前相談は受験生の負担軽減や、他の受験生に比べて不利にならないよう配慮するた

めに行うものであり、相談することにより受験生に不利益を与えるものではありません。 

  

（１） 相談の時期 

各入学試験における相談の時期については募集要項で確認してください。 

 

（２） 相談の方法 

相談にあたっては、次の内容を記載した事前相談書（様式自由）を提出してください。 

必要な場合は、本学において志願者又はその立場を代弁し得る出身学校関係者等との面 

談を行います。 

 

 ア 氏名、生年月日、連絡先及び所属（出身）学校等名 

 イ 出願を希望する試験種別及び学部・学科等 

ウ  障害の種類・程度（医師の診断書を添付すること） 

 エ 受験上及び修学上希望する具体的措置 

 オ 在学した学校等における生活状況等（主として授業関係） 

 カ その他参考となる事項 

 

（３） 受験時に行う配慮の例 

   ・ 別室での受験の許可、座席の配慮、車椅子用机の配置 

   ・ 問題文等の拡大 

   ・ 文書による注意事項等の伝達 

   ・ パソコンでの解答の許可 

 

     

 入学後  

本学では、障害者差別解消法に教職員が適切に対応するための規程（公立大学法人山口県立

大学における障害を理由とする差別の解消の推進に関する規程）を定め、障害学生支援委員会

を設置する等、学内における体制を整備して障害学生支援を行っています。 

 

 これまでに行った支援の例としては、次のようなものがあります。 

  ・ トイレ、入口等の改造 

・ 専用駐車スペースの確保 

  ・ 受講科目の使用教室の配慮 

  ・ 授業で使用するプリント等の拡大  

・ 教室の座席位置の配慮 

・  定期試験の別室での受験 

 

 

 

 

 

 

２ 障害者支援について 

 



 

 
支援に関する相談窓口 

入学前 

学生部入試部門 

    TEL ０８３－９２９－６５０３ 

入学後 

学生部学生支援部門 

TEL ０８３－９２９－６５０７ 
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